
別紙様式 令和６年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果　分析シート（中学校・義務教育学校後期課程）

１　自校の実技結果と全国平均との比較

握力 上体 長座 反復 シャトル 持久走 ５０ｍ 立幅 ボール

(㎏) (回) (㎝) (点) (回) (秒) (秒) (㎝) (ｍ)

全国 28.91 25.82 44.32 51.49 78.65 411.68 7.99 197.16 20.49 40.90 41.18 41.69

男 自校 28.67 26.63 44.77 52.81 81.82 7.63 202.43 23.28 41.70 46.50 45.14

比較 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全国 23.14 21.47 46.44 45.67 50.48 309.90 8.96 166.22 12.32 47.28 47.08 47.22

女 自校 22.10 21.54 45.41 45.65 52.78 8.87 160.72 14.17 45.36 50.21 47.12

比較 △ ○ △ △ ○ ○ △ ○ △ ○ △

※全国平均以上の種目･･･○　　全国平均未満の種目･･･△

２　重点種目の結果についての分析

３　生徒質問紙調査の結果及び分析

学校名 中17　昭和北中学校

体力合計点

学年 性別 Ｒ４ Ｒ５

Ｒ６平均値

Ｒ６

５０ｍ走 ２０ｍシャトルラン 握力

２年

呉市の重点種目
中学校区の重点種目

※義務教育学校は,自校の重点種目
自校の重点種目

※義務教育学校は,後期課程の重点種目

77.4 自校

・前年度と平均値を比較すると男女と
も記録が伸び,全国平均を超えること
ができた。
・体育科で定期的な計測を行うことが
できなかったことや短距離走を意識し
た運動をを取り入れてきたが，年間を
通して全学年で徹底されていなかっ
た。

・前年度と平均値を比較すると男女と
も記録が伸び,全国平均を超えること
ができた。
・数値目標男女ともに+5回（男子：84
回，女子：57回）が達成できなかっ
た。

・男女ともに全国の平均値を下回っ
た。
・学校全体で，握力を使う運動が不足
しているため，体育科で運動の機会を
工夫し，各家庭でも継続できるような
取り組みを続けていきたい。

男子
全国 90.3

男子
全国

自校 89.4 自校

・男女ともに，意欲的に運動やスポー
ツに取り組む生徒がいる一方で男子
は，全国平均を下回った。
・体育の授業や部活動などで簡単にで
きる運動を取り入れ，生徒が主体的に
運動やスポーツを行えるようにした
い。

・女子は全国平均を上回ったが，男子
は下回った。
・保健の授業での朝食の重要性や養護
教諭とも連携をし，生活リズムの改善
から朝食の欠食がないように指導して
いきたい。

・男女ともに全国平均を下回った。
・運動をする時間・空間・仲間などの
課題が要因だと考えられる。
・家庭でも行える運動や体育や部活動
でも意欲的に進められるように外部と
の連携も検討しながら，生徒の運動時
間の確保に努めていく必要がある。

女子
全国 78.1

自校 80.0 自校 81.3 自校 72.5
女子

全国 76.8
女子

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

全国 74.5

男子
全国 90.3

82.4

81.7

運動やスポーツをすることが好きな
生徒の割合

朝食を毎日食べる
生徒の割合

１週間の総運動時間が６０分以上の
生徒の割合
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